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結ばれ るo たとえば T を定数とすれば 時 日まWb.itenoise譲 も~たを ければ

を らをい o f(i)の相関時間を有琴と仮定すると､ γは振動数に依 る抵抗 で告げ

ればを らをい｡ この よ うを考察は現象論の範囲 での ブラウン運動の拡張 に関 し

てい くつかの興味ある結果を導 く｡

ス ピンのブ ラウン運動と して_Landau-LifshiもZ塾の抵抗をふ くむ

Laヱ1geVin eq･を仮定す渇 と､熱平衡分布を定常解に もつBユoch型緩和方程

式が得 られる｡ 密度行列を ス ピン演算子で展開す る展開係数についての ブラウ

ン運動と･すれば､容易 に量子的ス ピンのブラウン運動理論 もできるO (久保 ･

,･橋爪 :未発表) 0

また_非線型抵抗を もつ ブラウン運動を この見地か ら取扱 うこと も面白い

(久保 ｡橋爪 :未発表)0

さ らに､媒 質が必 らず Lも熱平衡 にはをい場 合､たとえば流れがあ る場合の

ブラウン運動に､ あ るいに回転系でのス ピンの運動を どを､上記の立場 の拡 張

と して考 えること も面 白い 問題であ-･ろ i ･D . 管ド_O -

Phonon=ns七a.I)ili七ylの続計力学

阿 部 龍 蔵

弓 の Easki効果 ･CdSの電流飽和等､ 電流-電圧 の特 性に現われ る･

ki頭 を問帝にす るとき､通常 の線型理論ーは使 え希いQ このよ うを現象 では

電子の移動速度が音速 を こえるときフォノンの不安定性がお こると期待 され

る｡ ここではフォノン～ フォノンの相互作用を考慮 してフォノンの分布 関数

N(q)が熱平衡 分布か らいかにずれ るかを考察 したo N(q)書を対す るボ}L,ツマーン

方程式をたて その定常解を求めるとこ 種の積分方程式がえられ､ フォJンの

成長率 ,(q)が qnに比例す るときNh)∝ dlT巧が撃かれ るo ピエゾの場合には

n=-1でN(q)∝ qTづとを り小 さをqに対 L,て平衡分布か ら大 き くずれ て くるo

しか し､ qの小 さを場合に果 してフォノン播像が正 しいかには疑問が残 る0
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